
■勝央町では、中小型獣によるぶどうの食害が問題となっています。

■中小型獣類の侵入防止には電気柵が有効ですが、最低地上高の低い電気柵の管理には
こまめな除草作業が必要です。

■一方、導電性の低い防草シートの敷設は、電気柵の効果を下げる可能性があることから、
推奨されてきませんでした。

■そこで、勝英農業普及指導センターでは、幅の狭い（50cm）防草シートを電気柵の下
に設置することで、電圧の維持と抑草の両立を図りながら中小型獣類の侵入を防止でき
ないか検討しました。

１ 概要

２ 設置方法

① 防草シートの敷設 ② 支柱の打ち込み

④ ゲートの設置 ⑤ 電源の設置

地面との隙間ができないよう
に張る（潜り込み防止と電圧
確保）

太陽光を十分に受けるように、
南向きに設置する
電源は常にONにする

防草シートの端から約20㎝
の位置に支柱を設置する
（支柱の設置間隔は約3m）

今回は50cm幅
のシートを使用

地面から10、20、40㎝の
３段に張り、電圧降下を防ぐ
ため、縦線でつなぐ

ゲートハンドルは、
最下段から順番に設置すると
調整が簡単

電圧が5,000V以上あること
をテスターで確認する
※地面と電線で測る

※事前に除草剤を散布

※ 漏電を防ぐため、設置後は定期的に電圧を確認し、電線に草が接触しないよう除草してください。

③ 電線の設置

⑥ 電圧のチェック

電気柵と防草シートの組み合わせ防護柵の
設置方法とポイント



ポイント②

・電気を通しにくい防草シートの上に

獣が乗ると十分な電流が流れない

ポイント①

・イノシシ対策用の電気柵として、地面から

20cm、40cmの高さに電線を設置する

３ 設置のポイント

４ 必要資材（20a、外周180m）

５ 結果

被害房数：９房（前年90房） →大幅に減少

※電気柵本体の出力と防草シートの種類（厚みや織り方）との組み合わせにより、
効果に差が出ないか確認する必要がある。

体長の目安：イタチ約30cm
テン約40cm
ハクビシン約60cm

令和４年８月時点の価格（参考）

・中小型獣が電線に触れるよう、地面から

10cm の高さに電線を追加する

・シカの侵入防止には、防風ネットを活用

・幅が狭い防草シートを使う

・獣の後肢が地面と接触するよう、電気柵

は侵入方向から20㎝程度の位置に設置


